
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
日
々
の
組
合
活

動
本
当
に
お
疲
れ
様
で
す
。
１
２
月
７

日
（
日
）
東
京
都
本
部
は
２
６
春
闘
討

論
集
会
を
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
で
開
催
し

ま
し
た
。
座
長
は
村
上
副
執
行
委
員
長

が
務
め
ま
し
た
。
冒
頭
に
松
田
委
員
長

は
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
物
価
高
騰
な

ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
だ
。
政
府

は
賃
上
げ
の
呼
び
か
け
だ
け
で
中
小
企

業
で
は
実
現
で
き
て
い
な
い
。
補
正
予

算
も
暮
ら
し
に
使
わ
れ
る
部
分
は
少
な

い
。
高
市
総
理
の
台
湾
有
事
に
対
す
る

存
立
危
機
事
態
の
発
言
は
平
和
を
脅
か

す
発
言
で
あ
り
労
働
者
は
平
和
で
な
け

れ
ば
生
活
で
き
な
い
立
場
か
ら
批
判
す

る
。
私
た
ち
の
要
求
実
現
の
た
め
、
お

お
い
に
討
論
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま

し
た
。
記
念
講
演
と
し
て
、
全
労
連
女

性
部
の
寺
園
事
務
局
長
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
セ
ク
ハ
ラ
根
絶
に
向
け
た
労
働

組
合
の
役
割
」
と
題
し
た
学
習
会
を
開

催
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寺
園
さ
ん
は

「
日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

が
１
１
８
位
。
格
差
や
差
別
は
広
が
っ

て
い
る
」
と
強
調
。
女
性
差
別
撤
廃
条

約
実
現
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
全
労
連
女

性
部
が
国
連
委
員
に

対
し
ロ
ビ
ー
活
動
を

展
開
し
、
日
本
政
府

に
改
善
を
迫
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
飲
み
会
の
場
で
お
酒
を

強
要
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
第

三
者
が
止
め
に
入
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
な
ど
、
実
践
形
式
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る

理
解
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
大
変
わ
か
り
や
す
い
講
義
だ
っ

た
」
「
今
後
ま
た
学
習
会
の
機
会
を
つ

く
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
２
６
春
闘
方

針
に
つ
い
て
当
日
の
提
案
を
抜
粋
し
ま

す
。
憲
法
２
５
条
に
は
「
１
す
べ
て
国

民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
２
国
は
、

す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向

上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
あ
り
ま
す
。
今
日
、
私
た
ち

は
生
活
に
困
る
こ
と
な
く
、
将
来
に
不

安
無
く
、
安
全
・
安
心
な
日
常
を
お
く

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
国
は
そ
れ
ら

を
保
障
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
後
ろ
向

き
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
各
職
場
だ
け

で
は
困
難
を
解
決
出
来
な
い
、
最
大
の

要
因
・
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
企

業
に
お
い
て
は
同
一
労
働
・
同
一
賃
金

を
求
め
る
た
た
か
い
を
、
そ
し
て
中
小

企
業
に
お
い
て
は
、
資
材
・
燃
料
・
労

務
費
な
ど
が
高
騰
し
て
い
る
実
状
を
、

発
注
者
や
元
請
に
対
し
、
譲
れ
な
い
要

求
と
し
て
訴
え
る
、
労
使
で
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
建
交
労
東
京
都
本
部

に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
鉄
道
、
高

齢
者
、
清
掃
、
セ
メ
ン
ト
・
生
コ
ン
、

建
設
・
関
連
、
学
童
、
競
走
、
ダ
ン
プ
、

重
機
、
労
災
職
業
病
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
業
種
の
仲
間
が
結
集
し
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
私
た
ち
は
、
単
位
産
業
別
労

働
組
合
（
単
産
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
種
の
労
働
者
の
、
労
働
条
件
改
善

を
組
織
の
役
割
と
し
て
担
っ
て
い
ま
す
。

春
闘
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種

部
会
の
運
動
を
、
各
職
場
で
の
要
求
作

成
や
組
織
拡
大
に
活
か
す
と
共
に
、
職

場
の
要
求
を
、
業
種
部
会
の
活
動
を
通

じ
て
業
界
全
体
の
改
善
要
求
に
発
展
さ

せ
、
世
論
に
訴
え
る
春
闘
に
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
非

組
合
の
方
に
も
広
げ
、
職
場
全
体
の
声

と
し
て
要
求
に
反
映
さ
せ
、
団
体
交
渉

に
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。
組
織
拡
大
に
お

い
て
は
、
是
非
、
建
交
労
東
京
共
済
会

の
３
つ
の
共
済
制
度
を
活
用
し
、
組
合

に
加
盟
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の

非
組
合
の
方
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
し
ょ

う
。
討
論
で
は
時
短
に
ご
協
力
頂
い
た

文
書
発
言
を
含
め
、
全
体
で
９
名
の
仲

間
が
、
２
６
春
闘
へ
の
意
気
込
み
を
発

言
さ
れ
ま
し
た
。
本
集
会
を
ス
タ
ー
ト

に
、
各
職
場
で
要
求
討
議
を
進
め
、
来

年
１
月
末
の
中
央
本
部
委
員
会
、
そ
し

て
２
月
８
日
（
日
）
東
京
都
本
部
委
員

会
で
春
闘
方
針
を
決
定
し
ま
す
。
働
く

方
が
豊
に
、
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
職
場

・
業
界
・
社
会
を
目
指
し
て
、
一
緒
に

奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！
【
笹
原

和
樹
】
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神
田
支
部
で
は
、

非
正
規
職
員
の
同
一

労
働
同
一
賃
金
に
つ

い
て
栃
木
と
群
馬
の
職
場
で
正
社
員

の
み
支
給
さ
れ
て
い
た
家
族
手
当
を

非
正
規
を
含
め
た
全
社
員
に
同
じ
基

準
で
統
一
支
給
の
実
施
が
決
ま
っ
た
。

今
ま
で
、
配
偶
者
５
千
円
・
配
偶
者

以
外
２
人
ま
で
５
千
円
・
３
人
目
か

ら
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
親

と
祖
父
母
を
対
象
外
に
し
配
偶
者
と
、

子
供
に
対
し
て
は
人
数
制
限
無
く
支

給
す
る
制
度
に
し
た
。
正
社
員
の
方

の
中
に
は
手
当
が
減
額
さ
れ
る
方
も

い
た
が
全
社
員
へ
の
適
用
に
理
解
を

頂
い
た
。
今
後
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
定
を
見
据
え
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
来

年
度
か
ら
定
年
を
６

０
歳
か
ら
６
５
歳
に

延
長
、
扶
養
手
当
を
廃
止
し
て
子
供

手
当
に
な
り
配
偶
者
の
手
当
が
無
く

な
る
。
ア
ク
セ
ス
で
は
１
２
月
３
日

に
年
末
一
時
金
の
回
答
を
得
て
社
員

２
．
６
ケ
月
、
契
約
社
員
０
．
７
５

ケ
月
。
パ
ー
ト
社
員
は
一
律
２
．
５

万
円
の
支
給
の
上
、
賃
金
改
定
が
４

月
で
は
な
く
１
０
月
に
遅
れ
て
改
定

の
た
め
物
価
高
騰
分
が
反
映
さ
れ
な

い
。
パ
ー
ト
社
員
の
臨
時
有
給
休
暇

に
つ
い
て
平
均
賃
金
方
式
で
計
算
さ

れ
て
お
り
満
額
支
給
さ
れ
な
い
。
来

年
度
は
退
職
金
な
ど
非
正
規
の
同
一

労
働
同
一
賃
金
に
取
り
組
み
た
い
。

高
齢
者
の
仕
事
確

保
に
つ
い
て
各
職
場

で
奮
闘
し
て
い
る
が
、

今
年
は
多
く
の
職
場
で
仕
事
を
失
っ

た
。
江
東
は
孫
請
け
と
な
る
な
ど
、

入
札
で
取
れ
ず
多
く
の
仲
間
を
失
う

こ
と
と
な
っ
た
。
新
宿
区
が
公
契
約

条
例
で
１
４
３
６
円
の
時
給
と
な
っ

て
い
る
た
め
事
業
団
は
一
律
１
４
４

０
円
と
し
て
い
る
。
今
後
新
宿
区
が

１
５
８
７
円
に
時
給
を
上
げ
る
見
込

み
の
た
め
、
事
業
団
で
も
議
論
し
て

い
き
た
い
。
東
京
都
等
に
要
請
し
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
け
が
育
成

団
体
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
改
め
さ

せ
る
。
経
営
の
安
定
化
、
経
営
陣
の

高
齢
化
と
組
合
の
幹
部
育
成
が
課
題
。

バ
ス
の
人
手
不
足
は

深
刻
で
、
昨
年
辺
り
か

ら
都
心
の
各
地
で
バ
ス
の
減
便
・
路

線
廃
止
・
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。

運
輸
・
建
設
が
残
業
時
間
上
限
規
制

適
用
猶
予
期
間
５
年
を
終
え
、
残
業

時
間
の
規
制
と
共
に
賃
金
が
減
る
と

い
う
２
０
２
４
年
問
題
。
元
々
長
時

間
労
働
、
低
賃
金
で
人
手
不
足
に
追

い
打
ち
を
か
け
会
社
は
賃
上
げ
な
ど

労
働
条
件
を
改
善
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
だ
。
春
闘
で
は
連
合
は
要
求
書

を
提
出
も
せ
ず
、
結
果
的
に
少
数
組

合
の
私
た
ち
の
要
求
が
正
し
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
も

ス
ト
ラ
イ
キ
で
要
求
前
進
を
は
か
る
。

三
多
摩
支
部
三
多

摩
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

分
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
建
交
労
の
他
に
企
業
内
労

組
が
２
つ
あ
り
、
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
組
合
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
を

依
頼
し
結
果
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。
１
つ
の
労
組
が
委
員
長
の
退
社

に
伴
い
解
散
し
た
。
残
さ
れ
た
組
合

員
の
組
織
化
を
対
策
し
た
い
。
４
月

か
ら
東
京
の
生
コ
ン
協
同
組
合
が
一

斉
完
全
週
休
２
日
制
を
取
り
入
れ
た
。

運
転
手
は
日
給
労
働
者
が
多
い
た
め
、

日
額
単
価
の
値
上
げ
を
実
施
し
た
。

三
多
摩
は
バ
ス
や
学
童
、
競
走
な
ど

複
数
の
業
種
が
集
ま
っ
て
お
り
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
の
課
題
を
出
し
合
っ
て

支
部
と
し
て
援
助
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
１
１

月
の
物
価
上
昇
率
は

２
・
８
％
と
発
表
さ

れ
私
た
ち
の
可
処
分
所
得
は
目
減
り

し
続
け
て
お
り
春
闘
に
お
い
て
も
看

過
で
き
な
い
。
建
設
・
関
連
部
会
は

様
々
な
職
種
が
あ
り
春
闘
要
求
も
ま

と
め
る
こ
と
が
大
変
だ
が
そ
も
そ
も

各
職
場
で
き
ち
ん
と
春
闘
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
重
要
。
建
築
士
の
報
酬
に

つ
い
て
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
技
術

者
単
価
に
ラ
ン
ク
Ｃ
を
用
い
る
事
が

報
酬
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
温
床
と
な
っ

て
い
る
。
建
築
設
計
支
部
の
再
建
、

高
齢
化
等
課
題
は
多
い
。
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
つ
い
て
「
取
る
ぞ
春
闘
」
䢪

「
勝
ち
取
る
ぞ
春
闘
」
に
し
て
は
。

東
京
女
性
部
と
し

て
今
日
の
学
習
会
大

変
参
考
に
な
っ
た
。

飲
み
会
の
席
等
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
第
３
者
が
介
入
す
る
こ

と
は
と
て
も
大
事
と
感
じ
た
。
各
職

場
で
男
性
に
は
言
え
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
東
京
女
性
部
を
頼
っ
て
欲
し

い
。
建
設
・
関
連
部
会
の
各
業
種
の

状
況
に
つ
い
て
、
建
築
設
計
に
つ
い

て
は
１
物
件
当
た
り
の
業
務
報
酬
が

低
く
長
時
間
労
働
に
な
っ
て
い
る
。

ゼ
ネ
コ
ン
に
つ
い
て
は
現
場
監
督
が

完
全
週
休
２
日
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

建
設
現
場
の
４
週
８
閉
所
が
求
め
ら

れ
る
。
来
年
３
月
の
中
央
本
部
主
催

ゼ
ネ
コ
ン
要
請
行
動
に
結
集
し
た
い
。

組
織
拡
大
に
つ
い

て
、
元
全
労
連
副
議

長
・
元
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

委
員
長
の
生
熊
茂
実
さ
ん
が
書
い
た

「
実
践
・
組
合
員
増
や
し
の
極
意
」

（
学
習
の
友
社
）
と
い
う
本
を
読
み
、

勇
気
を
頂
い
た
。
職
場
に
安
定
し
た

組
合
を
つ
く
る
こ
と
、
労
働
相
談
か

ら
職
場
の
組
合
組
織
化
、
事
件
解
決

型
か
ら
職
場
に
組
合
を
つ
く
る
こ
と

に
組
合
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
く
な

ど
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
多
い
。
組
織
拡

大
に
は
前
提
と
し
て
労
働
相
談
件
数

を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
な
ど
検
討
す
べ
き
。
著
者
に
学

ぶ
学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
執
行

委
員
会
で
検
討
し
て
欲
し
い
。

神
田
支
部
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。
１
０
月

に
第
９
１
回
定
期
大
会

を
ト
ラ
ッ
ク
健
保
で
開
催
。
常
任
執

行
委
員
を
３
名
増
員
し
１
１
名
体
制

で
運
営
。
１
月
１
２
日
に
春
闘
討
論

を
開
催
す
る
。
カ
ン
ダ
４
社
４
６
職

場
グ
ル
ー
プ
会
社
５
０
職
場
の
合
計

９
６
職
場
に
対
し
１
月
中
旬
か
ら
２

月
下
旬
の
１
ヶ
月
半
で
職
場
オ
ル
グ

を
実
施
す
る
。
職
場
は
岩
手
県
か
ら

福
岡
県
ま
で
点
在
し
１
名
職
場
も
多

く
、
直
接
対
話
が
基
本
だ
が
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用

し
行
う
。
来
年
組
合
結
成
８
０
周
年

を
迎
え
伝
統
を
守
り
つ
つ
未
来
に
向

け
て
提
案
型
労
働
組
合
運
動
を
強
化

す
る
。
集
交
に
結
集
し
要
求
前
進
さ

せ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
は
職
場
や

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
状
況
を
伝
え
な
が

ら
意
義
を
発
信
し
て
取
り
組
む
。

２０２５年１２月２２日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１１０４号

■１月 ６日（火）８時～２６春闘新春宣伝行

動／ＪＲ新宿駅南口

■１月１０日（土）１０時～第４回都本部執行

委員会／東京地評地下会議室（大塚駅）

■１月１０日（土）１４時～東京都本部新春旗

びらき／東京地評ラパスホール（大塚駅）

■１月１４日（水）１１時～厚生労働省前宣伝

行動、１２時～丸の内デモ、１３時～経団連

前包囲行動

■１月２８日（水）１９時～２６国民春闘総

決起集会／なかのゼロホール（中野駅）

■１月３１日(土）１３時半～２月１日（日）

第２７回建交労中央委員会／台東区民会館

（浅草駅）

■２月 ８日（日）１３時～第３１回東京都

本部委員会／東京トラック健保会館（半蔵門

駅・市ヶ谷駅）

組合掲示板

鉄
道
東
京
地

井
上

敏

執
行
委
員
長

神
田
支
部

石
塚

和

書
記
長

三
多
摩
支
部

斉
藤

芳
和

執
行
委
員
長

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会

古
橋

正
好

書
記
長

建
築
設
計
支
部

宇
津
井
よ
り
か

執
行
委
員
長

質疑討論

座長

村上副執行委員長

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

佐
々
木

仁

執
行
委
員
長

神
田
支
部

松
崎

守
男

副
執
行
委
員
長
（
文
書
発
言
）

北
部
支
部

藤
田

誠

副
執
行
委
員
長

東
部
支
部

林
上

博
之

執
行
委
員
長


